
第 1４回国際芥川龍之介学会 長崎大会 プログラム  

International Society for Akutagawa [Ryunosuke] Studies 
―芥川龍之介 訪長崎 100 年記念― 

会場：長崎市立図書館（https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp）多目的ホール  

〒850－0032 長崎市興善町 1－1 

        共催：遠藤周作学会 長崎市立図書館   

        後援：長崎県教育委員会 長崎歴史文化博物館 長崎市遠藤周作文学館 

 

 

 大会テーマ    世界文学におけるキリシタン文学の位置づけ 

                  ― 芥川龍之介・遠藤周作、そして長崎 ―      

                                                                        【使用言語は日本語】 

 

2019 年・8 月 23 日（金）研究発表 ・24 日（土）研究発表 ・特別講演・シンポジウム 

        （＊ 遠藤周作学会 長崎市遠藤周作文学館との共催により長崎市出津地区公民館で開催） 

 

大会全体総括   五島 慶一（熊本県立大学・大会実行委員長）・櫻井 礼子（長崎市立図書館統括責任者） 

 

大会進行   （第１日）堀  竜一  （新潟大学・大会実行委員） 

（第２日）五島 慶一 （国際芥川龍之介学会） 

              佐藤 まどか(遠藤周作学会)   

    

〔第１日目〕8月 23 日（金）国際芥川龍之介学会 長崎市立図書館 共催 

開会 10：10  

◇挨拶     国際芥川龍之介学会会長                            宮坂 覺   

長崎市教育長                     橋田 慶信                                       

 

 

第Ⅰ部  10：25～12：10            司会   馮 海鷹（清華大学／中国） 

 

個人発表①  「西方の人」の無抵抗主義と芥川龍之介   林 薫植（慶南大学校／韓国） 

個人発表②  芥川文学の中訳の二回のピークをめぐって  王 唯斯（文教大学大学院／日本） 

個人発表③  芥川龍之介の文化環境―茶の湯を中心に  石塚 修（筑波大学／日本） 

 

 

12：10～13：50   昼食休憩    （＊理事会 3F 会議室） 

 

 

第Ⅱ部  13：50～15：35            司会   金子佳高（科学技術学園高等学校／日本） 

 

個人発表④  ユーモアとメタフィクション―芥川龍之介「葱」再論―   

  大西 永昭（松江工業高等専門学校／日本） 

 

個人発表⑤  芥川龍之介は何故イエス・キリストをジャーナリストとしたか                         

                             長澤 彰彦（元大阪国際大学／日本） 

 

個人発表⑥  芥川龍之介の北京観画考             秦  剛 （北京外国語大学／中国） 

 

https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/


 

第Ⅲ部   15：50～17：30     

               

パネル発表 芥川文学の〈中心〉と〈周縁〉    司会   五島 慶一（熊本県立大学／日本） 

 

「芥川龍之介の故郷
ホーム

＆異 郷
アウェー

」             五島 慶一 

「芥川龍之介「槍ヶ岳紀行」の文体」           井上 貴保子（熊本大学大学院／日本） 

  「周縁としての父〜「玄鶴山房」を中心に〜」     宮﨑 由子（熊本県立大学大学院／日本） 

 

  

17：40  総会 （本部・支部報告、会計報告、事業計画、役員改選、その他）   

 

   

 

 

〔第２日目〕24 日（土） 国際芥川龍之介学会・遠藤周作学会・長崎市立図書館 共催 

研究発表 ・特別基調講演・国際シンポジウム  

開会 10：10   

   ◇挨拶   国際芥川龍之介学会長            宮坂 覺      

         遠藤 周作学会 代表             川島 秀一     

 

第Ⅰ部   10：20～12：10    研究発表  

司会   曺  紗玉（仁川大学／韓国） 

   細川 正義（関西学院大名誉教授／日本） 

 

個人発表➀   「神神の微笑」論―〈異教〉の観点から開く新たな読解 

Ferreiro Damaso（広島大学／日本） 

個人発表➁   芥川龍之介の棄教作品考察      河 泰厚（慶一大学校／韓国）                 

個人発表③   パレルモ、ナガサキ、エドそして N.Y.―キアラ神父（ロドリゴ）の光と影―  

兼子盾夫（文芸評論家・神学者／日本） 

個人発表④   戦後文学における『切支丹物』 

―遠藤周作『沈黙』を中心として芥川文学の系譜を考える― 

長濵 拓磨（京都外国語大学／日本） 

全体討論➀➁③④ 

 

12：10～13：15            昼食   （ ※ 理事会 3F 会議室） 

  

 

第Ⅱ部   13：15～15：20  

 

◇ 挨拶   長崎市長             田上 富久  

 

特別基調講演 

                    司会   堀 竜一（新潟大学／日本） 

「芥川龍之介のキリシタン文学、そして長崎」    宮坂 覺（フェリス女学院大学名誉教授／日本） 

司会   武田 秀美 (星美学園短期大学／日本) 

「遠藤周作のキリシタン文学、そして長崎」      山根 道公（ノートルダム清心女子大学／日本） 



 

第Ⅲ部   15：25～17：50   国際シンポジウム 

 

 シンポジウム「世界文学におけるキリシタン文学の位置づけ―芥川・遠藤、そして長崎」 

司会     奥野 政元 （活水女子大学名誉教授／日本） 

小谷 瑛輔 （明治大学／日本）  

 

パネリスト  松本 常彦       （九州大学／日本） 

       Massimiliano Tomasi   （西ワシントン大学／アメリカ） 

       金 承哲        （南山大学／日本） 

       Van C.Gessel      （ブリガム・ヤング大学／アメリカ） 

 

 

17：50  閉会の辞 国際芥川龍之介学会  高橋 龍夫（専修大学／日本） 

 

18：30～  懇親会  （ホテルニュー長崎 https://www.newnaga.com/） 

 （※ 発表終了後、案内・移動します。） 

              

 

〔第３日目〕  ８月 25 日（日）    フィールドワーク   ※会員宛別途連絡 

（芥川龍之介作品関連、遠藤周作作品関連などグループ・フィールドワーク）  

                 

 

 

 

 

************************************************************************************************* 

☆ 国際芥川龍之介学会（ISAS） International Society for Akutagawa [Ryunosuke] Studies 

https://akutagawagakkai.web.fc2.com/index.html 

  会長 宮坂覺    事務局   〒214−8580 神奈川県川崎市多摩区東三田 2−1−1  

専修大学生田校舎 3 号館 3613  高橋龍夫研究室 

☆ 遠藤周作学会                     https://endo-shusaku.com/ 

  代表 川島秀一   事務局   〒154-8533 東京都世田谷区太子堂 1−7−57  

昭和女子大学        笛木美佳研究室 

☆ 長崎市立図書館                    https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp  

〒850－0032 長崎市興善町 1－1 

************************************************************************************************* 

https://www.newnaga.com/
https://akutagawagakkai.web.fc2.com/index.html
https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/

